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Ａ．研究目的 

本年度の研究目的は、日本の主要な眼科施設にアンケートを実施することにより、日本

における黄斑ジストロフィの１年あたりの患者発症数と総患者数を推定することであ

る。 

 

Ｂ．研究方法 

日本の主要な眼科施設 965病院にアンケート用紙を送付した。卵黄状黄斑ジストロフィ

（Best病）、Stargardt病（スタルガルト病）、錐体（-杆体）ジストロフィ、X連鎖性

若年網膜分離症、中心性輪紋状脈絡膜ジストロフィ、上記のどれにも該当しない黄斑ジ

ストロフィのそれぞれについて、(A) 新規患者数 （2015年 1月～2019年 12月の間に

新規患者として診察した患者数）と(B) 継続患者（2014 年 12 月より以前に診断され、

その後継続して診察していた患者数） を調査した。 

 

（倫理面への配慮） 

患者の個人情報は一切含めず、診察した患者数のみを調査する形式とした。 

 

Ｃ．研究結果 

965施設中 626施設から回答が得られた（回答率 64.8%）。回答が得られなかった施設に

研究要旨: 本研究班が 2019年に作成した「黄斑ジストロフィの診断ガイドライン」を

基に、日本の主要な眼科施設にアンケートを実施し、日本における黄斑ジストロフィの

患者発症数と総患者数を推定した。 
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も同じ割合で患者が発症していると仮定して計算すると、黄斑ジストロフィ全体では 1

年間に 992名の新たな患者が受診しており、日本全体の患者数は約 12600名であること

がわかった。7つの具体的な黄斑ジストロフィの 1年発症数と総患者数についても結果

が得られた。 

 

Ｄ．考察 

専門家でない眼科医師の診断も含まれており、確定診断の信頼性には疑問が残るが、日

本で初めてこのような調査が行われ、患者数推定ができた意義は大きい。 

 

Ｅ．結論 

日本で初めて黄斑ジストロフィのおおよその患者数の推定ができた。 

 

Ｆ．健康危険情報 

  なし 
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